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松浦郡に於て比較的多発し,対.管.長峰軌　南梅浦　　　赤痢の発生状況は終戦後漸次減少の傾向在示して
瓢北高来部に於て比較的少い.厚生省の統計に二よ　　いたが26年に再び上昇した･昭和2,2年以降の本症発
ると狸紅熱の発生率は常に全国平均より遥かに低い　　生率は全国平均より常に低値在示した･九州地底の
が'九州地区に於ける発生率は福岡県に次いで高低　　他県に比し終戦直後は比較的高位h,示していた紙
fv示す*%二[?=っ:-机､,　　　　　　　　　　　　　ぎt･中tMlttA-蘇-3l械!サJ 5vJめられ'J�"
長崎県下の風土病分布概観:　　　　　　　　　　　　　943.
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腸チフス及びパラチフスほ全国の趨勢に伴ひ共に
激減している･本症の･東生に閲し,九州の他.中と比
較して持冨巳すべきことほない･
痘癒ほ昭和21年に多発しているが. 22年以降の露
盤は極めて少い.併し九州の他県に比すれは第1▲位
である.
ヂ7テ.)アの発生率8Li常に全国平均より高い値私
示してはいるが.年と共に減少の一路なたどってい
る.九州の他県に比し特記すべきこと様ない.
以上の札此の7年間に不明熱性啄卑として報告
せら.れたものが約1300名ありて　ftの中には究明さ
れねばならない風車病も幾らか含まれていることで
あらう･
n
■以上私共の調査成績と厚生省及び長崎県の
統計とを基礎として,長崎県に於ける風土肴
及び伝染病の成績を記述して釆たが,之等の
成績を判読する場合是非考慮すべき二三の事
項がある.
第一は私共の調査したのは昭和27年である
から,昭和24, 25年頃迄の記憶は可なり明か
であるとしても,昭和20, 21年頃の記憶に就
ては可なり不正確なもの,特に忘れられたも
のがあるのではないかと思はれる.文一方終
戦後死亡した医師もあらうし,他県-転出し
た医師もあらう.従て一般vEL年度の古い程患
者数の少い傾向が見られるが'之は一応上記
のような理由によることも考慮に入れて判断
しないと,只数字のみにとらはれると誤った
推論を下すことになるであらう.
第二は私共の調査数と県の調査数との問に
相当の差異が認められることである.私共に
報告せられたものは臨淋的に診断されたもの
であり,中には臨淋的に疑はしいと思はれた
ものも若干含まれているが,異に報告せられ
たも.のは臨林的に確定されたもの･或は病理
ォiV;的にifc定さ]Lたもので虫,ることが･両
者の問に相当の差異を生じた原因であらう･
叉県への報告は報告を奏者せられた当初は可
なり正確に報告されるが,年月が経つと漸次
報告が怠慢た.なることも否めない事実ではあ
るま,いか.
第三は私共が間仏合せた1000名の医師の中･
500名からの返事に基いて調べた患者数であ
るから,実際の患者数は遥かに多いのではな
いかと思はれる.叉1人の患者が2名以上の
家師を訪れる第合のあることも,特に都会に
於ては屡々である.之等のことや,第二に述
べた事項等を考慮に入れるならば'私共に報
告せられた患者数には,例-実際の患者数と
異るにしても,著しい誤りはないと考-て然
るべきではあるまいか･
第四に患者の受診地と発病地乃至感染地と
は,特に潜伏期の永い疾患乃至慢性の疾患に
於ては,異る場合が屡々であるので各疾病の
地置別発生状況を諭する場合には供重を要す
･る｡私共の調査は発病地に関する調査である
から,此の点も考慮に入れなければならなVI
Jll-1j過であるT
944　　　　　　　　　　　　　　　後　藤･吉　田･田　中
5.･線･括並びに結論
私共は終戟後の長崎異に於ける風土病の発
生状況を調査せんとし,県内の実地医豪1000
名に対し間仏合せを出し,その中500名より
回答を得た.此の成績と厚生省及び長崎県衛
生部の調査成績とを基礎として概ね次の如き
成績を得た･
1)長崎県全体として風土病乃至伝染;丙の
年次別発生状況を調査せるに,比較的増加の
傾向が認められるものに日本脳炎,猶紅熱又
は異型狛紅熱があり,最近著しい増加を示し
たものに伝染性肝炎がある.赤痢は一時減少
の傾向にあったが,昭和26年頃から再び増加
し始めた.終戦後逐次減少の傾向を示したも
のは勝チフス及びパラチフス,マラリア,発
疹チフス又は発疹熱及び再帰熱である.共他
の風土病乃至伝染病に於ては著しい増減は認
められない.
2)県内の地1亮別に特に多い疾患を挙げて
みるならHT-,対馬では伝染性肝炎が県下第1
位を示し,壱岐に於ては日本脳炎が第1位で
あり,破傷風と鼠攻症の発生は第2位である.
東彼杵郡ではマラ1)ア'流行性脳脊髄膜炎,
狛紅熱又は異型狛紅熱が県下第1位であり'
発疹チフス又は発疹熱及び日本脳炎の発生は
第2位であり,秋季レプトスtioラ病は第3位
である.西彼杵郡に於ては秋季レプトスJピ:oラ
嘩は第1位でフィラ1)アと流行性脳脊髄膜炎
とは第2位である.南高来群では肺ヂストマ
症が第2位,大村市では発疹熱又は発疹チフ
スが第1位を示している｡島原市では破傷風,
鼠唆症及びフィラ1)ア症が第1位を示してい
る.
3)マラ1)ア,破傷風,狂犬;丙,フィラ1)
ア等は九州の他県に比し特に多発していると
思はれるものはない.港定伝染病の中では,
発疹チフスは発疹熱と痘痕とが九州第1位を
占め,狛紅熱又は異型狛紅熱が比較的高位を
占めて居るが,日本脳炎は九州に於ては最低
位を示している.
以上の成績は考案の所で途べた諸点に於て
正確を快くところはあるが,長崎県内の風土
病乃至伝染病の発生状況の概要を識るための
一宮料となり得るであらう.･
(本研究は昭和27年度文部省科学試験所究肴補助金の一部によりて待ったものである･ )
(潤筆するに写り,横田教授の御指導並に御校閲h,傑謝し,併せて本調査に御協力下さった県内の
実地医琴の方々に対し感謝する･ )
文　　献　　省　　略
